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「
眠
れ
な
い
日
が
半
年
ほ
ど
続
き
、
不
安
も
だ

ん
だ
ん
と
強
く
な
り
ま
し
た
」。
鹿
児
島
市
に
住

む
二
之
宮
真
由
美
さ
ん（
51
）は
、
27
歳
の
時
に
精

神
疾
患
に
か
か
り
ま
し
た
。
人
の
役
に
立
つ
仕
事

が
し
た
い
と
、
学
校
卒
業
後
は
看
護
師
と
し
て
働

い
て
い
た
二
之
宮
さ
ん
。
職
場
の
人
間
関
係
な
ど

の
ス
ト
レ
ス
が
心
身
を
む
し
ば
み
、
日
常
生
活
を

送
る
こ
と
も
困
難
に
な
り
ま
す
。

「
あ
る
日
、
様
子
を
見
か
ね
た
親
戚
か
ら
病
院

に
行
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
心
療
内
科
を
受
診
す

る
と
、
精
神
疾
患
の
一
種
だ
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

今
思
う
と
、
眠
れ
な
く
な
る
２
年
前
か
ら
、
人
生

が
な
ぜ
う
ま
く
い
か
な
い
ん
だ
ろ
う
と
考
え
る
こ

と
が
増
え
て
い
た
気
が
し
ま
す
。
で
も
気
に
も
留

め
て
な
か
っ
た
し
、
自
分
が
な
る
と
は
思
っ
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

診
断
後
は
介
護
施
設
や
洋
菓
子
店
な
ど
で
働
き
、

約
20
年
ほ
ど
入
退
院
を
繰
り
返
す
日
々
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。「
働
き
始
め
て
も
、
再
び
人
間
関
係

で
の
ス
ト
レ
ス
や
体
調
不
良
で
休
み
が
ち
に
な
り
、

辞
め
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

周
囲
の
理
解
が
支
え
に

そ
ん
な
二
之
宮
さ
ん
に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
５

年
前
の
平
成
29
年
。
県
が
同
年
か
ら
始
め
た
※

ピ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受
講
を
き
っ
か
け
に
、

同
市
に
あ
る
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ど
か
り

で
働
き
始
め
ま
す
。「
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
当
た

り
前
に
活
躍
で
き
る
地
域
に
」
を
目
標
に
掲
げ
る

同
セ
ン
タ
ー
。
二
之
宮
さ
ん
は
精
神
疾
患
の
患
者

が
退
院
す
る
際
の
生
活
支
援
や
、
社
会
復
帰
に
対

す
る
不
安
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
勤
務
し
、
過
去
に
は
約
40
年
間
入
院

し
て
い
た
患
者
の
退
院
支
援
を
し
た
こ
と
も
。
精

神
保
健
福
祉
士
兼
相
談
支
援
専
門
員
の
白
澤
珠し

ゅ

理り

さ
ん（
45
）は「
私
た
ち
が
気
付
か
な
い
、病
気
を
経

験
し
た
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
か
ら
分
か
る
支
援
や

声
掛
け
か
ら
、
患
者
さ
ん
の
心
に
寄
り
添
う
優
し

さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
」と
目
を
細
め
ま
す
。

「
私
が
仕
事
を
続
け
ら
れ
て
い
る
の
も
、
悩
み

や
喜
び
を
共
有
す
る
仲
間
、
受
け
入
れ
て
く
れ
る

人
が
い
る
か
ら
。
患
者
さ
ん
が
社
会
復
帰
す
る
た

め
に
は
、
地
域
や
病
院
、
事
業
所
な
ど
つ
な
が
り

が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
良
い
」と
話
す
二
之
宮
さ

ん
。「
中
に
は
、退
院
で
き
る
の
に
住
む
場
所
や
働

く
場
所
が
見
つ
か
ら
ず
、
や
む
を
得
ず
入
院
し
続

け
る
人
も
い
ま
す
。
私
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
体
験

を
話
す
こ
と
で
、
病
気
を
正
し
く
知
る
人
が
少
し

で
も
増
え
て
く
れ
た
ら
」と
民
生
委
員
や
保
健
師
、

患
者
の
家
族
向
け
に
講
話
も
行
っ
て
い
ま
す
。

｢

精
神
疾
患
は
特
別
な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

差
別
を
し
た
り
、
過
剰
に
保
護
し
た
り
す
る
の
で

は
な
く
、
た
だ
１
人
の
人
間
と
し
て
向
き
合
っ
て

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
。
私
は
今
、
病
気
を
理
解
し

て
く
れ
る
家
族
や
仲
間
に
囲
ま
れ
て
幸
せ
で
す
」

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？

障
害
や
病
気
の
経
験
が
あ
り
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
同
じ
境
遇
に

あ
る
仲
間
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
精
神
疾
患
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
以
外
に

も
、
が
ん
や
シ
ニ
ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

県
で
は
今
年
度
、障
が
い
者
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修（
精
神
疾
患
を
含
む
）

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
興
味
が
あ
る
人
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
姶
良
保
健
所 

☎（
44
）７
９
６
４

精神疾患がある人や家族、精神保健福祉士たちが、
メンタルヘルスやピアサポートに関する研修会などを実施しています。

心の変調に備え、どんなことで元気になるか、体験会で自己理解をしてみませんか。

⃝日時＝５月22日（日）午前10時～正午、午後２時～４時　⃝参加方法＝ビデオ会議システムZoom
⃝定員＝各先着16人　⃝参加料＝無料　⃝申込方法＝電話かWRAPかごっまホームページから
問＝相談支援事業所ドライブ【白澤】  ☎099（210）5245

（写真左から）福祉相談支援センターやどかり・精神保健福祉士兼相談支援専門員の新川昇一郎さん（40）、ピアサポーターの二  之宮真由美さん（51）と岡元陽子さん（48）、相談支援事業所ドライブ・精神保健福祉士兼相談支援専門員の白澤珠
しゅ

理
り

さん（45）

寄
り
添
う

こ
こ
ろ
に

精
神
疾
患
で
通
院
や
入
院
を
し
て
い
る
人
は

全
国
で
約
４
２
０
万
人（
平
成
29
年
厚
生
労
働
省
調
べ
）。

今
年
度
か
ら
は
、
高
校
生
が
保
健
体
育
で

精
神
疾
患
の
特
徴
と
予
防
、
回
復
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
精
神
疾
患
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

岡元さんと白澤さんが携わる  「H
ホップ

OP S
ステップ

TEP W
ラップ

RAP かごっま」snuggle up to a heart
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厚
生
労
働
省
は
平
成
23
年
、
が
ん
、
脳
卒
中
、

急
性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
の
４
大
疾
病
に
精
神
疾

患
を
加
え
、
５
大
疾
患
と
し
ま
し
た
。

精
神
疾
患
に
は
、
発
達
障
害
や
認
知
症
、
統
合

失
調
症
、
依
存
症
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、

症
状
も
異
な
り
ま
す
が
、
共
通
す
る
の
は
脳
が
原

因
で
あ
る
こ
と
で
す
。
全
国
的
に
患
者
数
は
増
え

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
鹿
児
島
県
の
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者
数
も
増
加
し
て
い
ま
す

（
グ
ラ
フ
）。

今
回
は
精
神
疾
患
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

統
合
失
調
症
と
気
分
障
害（
う
つ
病
、
双
極
性
障

害
）に
注
目
。松
下
病
院
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー（
精
神
保
健
福
祉
士
、
社
会
福

祉
士
）と
し
て
、
相
談
業
務
を
行
う
中
釜
美
紀
さ

ん（
31
）に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
病
気

「
精
神
疾
患
は
生
涯
を
通
し
て
５
人
に
１
人
が

な
る
と
い
わ
れ
る
病
気
」
と
話
す
中
釜
さ
ん
。「
最

近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
が
得
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
精
神
科
受
診
に
抵
抗
が
あ
る

人
は
減
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
で
す
が
、

『
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
』と
受
診
を
控
え
た
り
、

家
族
が
周
り
の
目
を
気
に
し
て
受
診
を
引
き
止
め

た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
精
神
疾
患
に
対
す
る

偏
見
は
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
精
神
疾

患
が
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
病
気
で
あ
る
と
、
理

解
す
る
こ
と
が
大
切
」と
訴
え
ま
す
。

「
最
近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
人
と

接
す
る
機
会
が
減
り
、
外
に
出
る
こ
と
が
億お

っ

劫く
う

に

な
っ
た
人
や
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど
職
場
環
境

が
変
わ
っ
た
こ
と
で
不
調
・
不
安
を
話
す
人
が
増

え
て
お
り
、
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
」と
相

談
の
現
状
を
話
し
た
上
で
、「
眠
れ
な
い
日
が
続

い
た
り
、
不
安
な
気
持
ち
が
強
か
っ
た
り
、
少
し

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
誰
か
に
相
談
し
て
ほ

し
い
。
本
人
に
自
覚
症
状
が
な
い
場
合
も
あ
る
の

で
、
家
族
や
同
僚
な
ど
が
普
段
の
様
子
と
違
う
と

感
じ
た
ら『
調
子
が
悪
そ
う
だ
け
ど
、
大
丈
夫
か

な
』な
ど
声
を
掛
け
て
く
れ
た
ら
」と
、
早
い
段
階

で
気
付
く
こ
と
が
大
切
だ
と
呼
び
掛
け
ま
す
。

独
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で

日
々
、
心
に
悩
み
を
抱
え
る
人
や
そ
の
家
族
に

寄
り
添
い
、
生
活
す
る
中
で
の
困
り
事
を
一
緒
に

な
っ
て
解
決
へ
導
く
中
釜
さ
ん
。「
ど
の
病
気
に

も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
精
神
疾
患
に
か
か
っ
た

人
と
接
す
る
と
き
は『
こ
の
病
気
だ
か
ら
、
○
○

で
き
な
い
』
な
ど
と
勝
手
に
決
め
付
け
な
い
で
く

だ
さ
い
。
周
囲
の
人
が
、
そ
の
人
の
話
を
聞
き
、

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
行
動
す
る
だ

け
で
も
、
安
心
感
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
問
題
を
家
族
や
仲
間
内
だ
け
で
抱
え
込

も
う
と
せ
ず
、
専
門
家
や
相
談
機
関
に
頼
る
こ
と

も
必
要
で
す
」

■

精
神
疾
患
に
つ
い
て
考
え
た
今
回
の
特
集
。
病�

気
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
で
き
る
こ
と
、
で
き

な
い
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
の
よ
う
に
、
病
気
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
で

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
互
い
に
補
い

合
う
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
が
私
た
ち
の
社

会
で
す
。

家
族
や
友
人
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
の
心
に
寄

り
添
っ
て
く
れ
る
人
や
場
所
は
あ
り
ま
す
。
心
に

悩
み
を
抱
え
た
と
き
や
、
精
神
疾
患
に
つ
い
て
悩

み
や
疑
問
が
あ
る
と
き
は
、
病
院
や
県･

市
の
相

談
窓
口
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

病
気
を
理
解
し
、
互
い
を
認
め
合
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
誰
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

精
神
疾
患
は
身
近
な
病
気

精
神
疾
患
は
外
見
で
は
分
か
り
に
く
く
、
触
っ
て
分
か
る
も
の
で
も
な
い
た
め
、

「
こ
こ
ろ
の
病
気
」と
も
い
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
そ
の
病
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
え
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中釜 美紀さん（31）
松下病院勤務。精神保健福祉士。社会
福祉士。市精神保健福祉専門部会会長。
隼人町在住。

民 生委員児童委員の役割の一つが自宅への訪問。話をする
中で、ほとんどの人が自分の話を聞いてほしい、社会と

関わりたいと思っていることに気付きました。人は誰でも悩み
や葛藤があります。私たちも互いに好きなことを言い合うこと
で、悩みを解決しています。目に不調があれば眼科に行くよう
に、心が落ち着かなければ誰かに話したり、病院に行ったりす
ることは当然のこと。民生委員児童委員だけでなく、地域全体
で見守り、声を掛けられる社会になればいいですね。

オ レンジの里では市からの委託を受け、人間関係・就労な
ど生活に関する相談業務、保証人がいないなどの理由で

住宅への入居が困難な人への支援業務を行っています。私が一
番大切にしていることは、信頼関係を築くこと。誰だって知ら
ない人に心の内を話すことはできませんよね。体調に波のある
人も当然いますが、私たちが病院や関係機関と連携をとり、本
人や家族の隣でサポートすることで、少しでも多くの人がより
良い生活を送ることができればうれしいです。

　障害者手帳所持者や自立支援医療を受けている人であ
れば、どなたでも利用できます。まずは問い合わせくだ
さい。
⃝�場所＝国分福島3-5-15-2
⃝�利用時間＝平日の午前８時30分～午後４時30分（お盆、年末

年始を除く）
問＝☎（48）5335、メールorange@po.minc.ne.jp

■市すこやか保健センター
⃝�日時＝平日、午前８時15分～

午後５時
問�＝☎（42）1178

■県自殺予防情報センター
⃝�日時＝月・木曜（祝日を除く）、午

前９時～正午、午後１時～４時
問�＝☎099（228）9558

■県精神保健福祉センター
⃝�日時＝平日、午前８時30分～

午後５時
問�＝☎099（218）4755

■県精神保健福祉センター
新型コロナウイルスに関する心の相談
⃝�日時＝平日、午前９時～午後４時
問�＝☎070（7664）5152

■よりそいホットライン
 （24時間受付）

問�＝社会的包括サポートセンター
　☎0120（279）338

■心の健康相談
臨床心理士による個別相談を行っています。
日時など詳細は市ホームページをご覧ください。

（相談無料、要予約）
⃝�場所＝すこやか保健センター（隼人町内山田１-10-33）
問�・�申＝市すこやか保健センター  ☎（42）1178

（写真右から）
民生委員児童委員　畑中 栄子さん（65）隼人町在住
友人　主任児童委員　新田 瑠璃子さん（65）

地域生活支援センターオレンジの里
施設長　森 圭介さん（39）

みんな違って、みんないい

隣で寄り添い、より良い生活のサポート

鹿児島県の精神障害者保健福祉手帳所持者数
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悩みがあるときは、誰かに話すことで気持ちが楽になります。誰に話してよいか分からないときは、下記の窓口に相談してください。生きづらさを感じている人へ

合計 1級 2級 3級

統合失調症のサイン・症状

◦�幻覚や幻聴
◦�他人の会話や感情

を理解することが苦
手になる

◦�何もする気が起き
ず、人付き合いを避

けるよう

になる　など

気分障害のサイン・症状

（うつ状態）
◦�表情が暗くなる

◦�落ち着かない

◦�食欲がなく、眠れ
ない

◦�飲酒量が増える　
など

（そう状態）
◦�人の意見に耳を貸

さず、話し続ける

◦�寝なくても元気で
活動を続けられる

◦�多額のお金を使う
ようになる　など

オレンジの里にはフリースペースがあります

I
N
T
E
R
V
I
E
W

こころに寄り添う
snuggle up to a heart

■市基幹相談支援センター
⃝日時＝平日、午前10時～午後４時
問�＝☎（73）7376
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CIVIC NEWS
「はやと循環ワゴン」が利用しやすくなります

※�隼人駅前停留所で、JR日豊本線・肥薩線や市街地循環バス（国分方面・医療センター方面）への乗り換えができます。

令和３年10月から実証運行を行っている「はやと循環ワゴン」。これまでの利用実績や地域
住民の意見を踏まえ、運行ダイヤを一部見直します。
詳細は地域政策課、国分シビックセンター総合案内、隼人市民福祉課、各総合支所地域振
興課で配布している「はやと循環ワゴンマップ・時刻表」か、市ホームページをご覧ください。
近くのバス停や運行情報（運行位置・混雑状況）はスマートフォンで確認できます。

�問＝地域政策課  ☎（64）0952

↑バス停や
　運行情報は
　こちら

↑市ホーム
　ページは
　こちら

■運行曜日・１日の運行回数
月・水・金曜（12月31日～１月３日は運休）
左回り２回・右回り２回　計４回

■運賃
◦中学生以上：200円
◦小学生、障害者手帳所有者：100円
※未就学児は無料。
※いきいきチケットも使用できます。

長浜

小浜里下橋

小浜入口

小浜団地入口

小浜団地公園 野久美田

A-Zはやと

人権啓発センター入口

県工業技術
センター前

隼人塚団地公民館

小野小学校

小田団地

田方第２号公園

雇用促進住宅

笛吹橋
下笛吹橋

菩提寺団地

隼人塚

中道
野崎

小田 隼人駅前

神田橋
■ルート表
【月・金曜】
第１便：右回り　第２便：左回り
第３便：右回り　第４便：左回り

【水曜】
第１便：左回り　第２便：右回り
第３便：左回り　第４便：右回り

左回り 右回り

右　回　り
主な停留所

月・金曜 水曜
第１便 第３便 第２便 第４便

隼人駅前 8：15 11：10 9：40 12：15

隼人塚団地公民館 8：24 11：19 9：49 12：24

A-Zはやと 8：33 11：28 9：58 12：33

小浜 8：39 11：34 10：04 12：39

小浜団地公園 8：50 11：45 10：15 12：50

小野小学校 8：57 11：52 10：22 12：57

雇用促進住宅 9：04 11：59 10：29 13：04

隼人駅前 9：08 12：03 10：33 13：08

左　回　り
主な停留所

月・金曜 水曜
第２便 第４便 第１便 第３便

隼人駅前 9：40 12：15 8：15 11：10

雇用促進住宅 9：44 12：19 8：19 11：14

小野小学校 9：51 12：26 8：26 11：21

小浜団地公園 9：58 12：33 8：33 11：28

小浜 10：01 12：36 8：36 11：31

A-Zはやと 10：18 12：53 8：53 11：48

隼人塚団地公民館 10：24 12：59 8：59 11：54

隼人駅前 10：33 13：08 9：08 12：03

左回り

右
回

り

6/１水
～

本格運行

新設

■６月１日（水）からの変更点
・�全便の運行ダイヤを早め、買い物
時間を考慮した運行ダイヤに

・�小浜団地内に「小浜団地公園」停留
所を新設

・�曜日ごとに左回り、右回りを入れ
替えて運行

■試験日時・会場・受付期間

■試験案内と受験申込書の入手方法
消防吏員は消防局総務課、市内各消防署・分遣所で、それ以外の区分は国分シビックセンター総合案内、総務課、隼人市民サービスセンター
隼人地域振興課、各総合支所地域振興課で受け取ってください。市ホームページからダウンロード、郵送請求もできます。郵送請求は返信
用封筒（長形３号封筒・120㍉× 235㍉、94円切手貼付、宛先明記）を同封の上、各申し込み先まで請求してください。

・ ＝消防吏員は消防局総務課総務企画係  ☎（64）0119　〒899-4332 国分中央3-41-5
それ以外は霧島市役所総務課人事研修グループ  ☎（64）0738　〒899-4394 国分中央3-45-1

※公務員試験に向けた準備が不要で、民間企業志望者も受験しやすい試験です。

試験区分 試験日時 試験会場 申込書受付期間（必着）
１ ７月10日（日）　午前９時から

国分シビックセンター
５月16日（月）～６月３日（金）７ ７月10日（日）　午後0時25分から

２～５、８ ９月18日（日）　午前９時から ７月11日（月）～ 29日（金）６ 10月下旬予定
９ ９月18日（日）　午前９時から 霧島市消防局 ７月11日（月）～８月10日（水）

霧島市　採用試験 検索
市ホームページでも確認できます扌

霧島市役所職員募集霧島市役所職員募集
採用予定日＝令和５年４月１日

区　　分 対　象 学　歴　・　条　件 1次試験などの内容 採用予定

1 一般事務A
平成４年４月２日～
平成13年４月１日生
（22歳～ 30歳）

大学卒業（見込み・既卒）以上

教養試験�
【高卒程度】

適　
性　
検　
査

11人程度

2 一般事務B
平成４年４月２日～
平成17年４月１日生
（18歳～ 30歳）

高校卒業程度（見込み・既卒）以上
※一般事務Aを受験した人以外。 若干名

3 一般事務 
ふるさと創生枠

平成17年４月２日
以前に生まれた人
（18歳以上）

市内の中学校卒業かつ、県内高校在学中で令和４年
度に卒業見込み 若干名

4 一般事務 
ふるさと創生社会人枠

昭和57年４月２日～
平成４年４月１日生
（31歳～ 40歳）

平成27年４月から令和４年３月の間に民間企業な
どで５年以上勤務経験がある人

書類選考後�
※新教養試験�
【高卒程度】

若干名

5 土木技師
平成４年４月２日～
平成17年４月１日生
（18歳～ 30歳）

高校卒業程度（見込み・既卒）以上
教養試験�
【高卒程度】�
専門試験�

【高卒程度】
３人程度

6 建築技師
昭和62年４月２日
以降に生まれた人
（35歳まで）

１級か２級建築士資格取得者（見込み含む） １次試験免除 若干名

7 保健師
昭和57年４月２日
以降に生まれた人
（40歳まで）

保健師免許取得者（見込み含む） 専門試験 若干名

8 障がい者枠
平成４年４月２日～
平成17年４月１日生
（18歳～ 30歳）

身体障害者手帳か療育手帳、精神障害者保健福祉手
帳のいずれかを所持

教養試験�
【高卒程度】 若干名

9 消防吏員
平成９年４月２日～
平成17年４月１日生
（18歳～ 25歳）

◦�高校卒業程度（見込み・既卒）以上
◦�裸眼か矯正視力が両眼で0.7以上かつ一眼がそれ
ぞれ0.3以上で色覚に職務執行上、重大な支障が
ないこと

◦�聴力が左右正常であること
◦�採用後、霧島市に居住すること

教養試験�
【高卒程度】 若干名

大好き、
霧島市

ジャンボタクシー（９人乗り）
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幅広い年代の
社員が
生き生きと
働いています。

市ホームページで、
このコーナーの
バックナンバー
をご覧いただけ
ます。　　　➡

霧島市にはたくさんの企業があり、そこで多くの若者が生き生きと働いています。

このコーナーでは、そんな企業や若者の暮らしを紹介します。

第53回は、福地建設株式会社の中野 凌さん（27）です。

就職を控える生徒や学生の皆さん、ぜひ霧島市で働き・暮らすという未来を描いてみませんか。

ワーク

vol.53

格
取
得
を
会
社
が
後
押
し
し
て
く
れ
る
の
で
、

ス
キ
ル
を
磨
く
社
員
が
多
い
。
資
格
取
得
は

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
な
り
、
職
場

が
活
気
付
き
ま
す
」と
話
し
ま
す
。「
禁
煙
宣

言
」
し
た
社
員
を
み
ん
な
で
見
守
り
、
禁
煙

が
実
現
で
き
た
場
合
に
は
表
彰
し
た
り
、
ア

プ
リ
を
活
用
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
り
、
社
員
の
健
康
づ
く
り
に
も

積
極
的
な
同
社
。
今
年
３
月
に
は
、
健
康
の

保
持
・
増
進
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
戦
略

的
に
実
践
す
る
企
業
を
経
済
産
業
省
が
認
定

す
る「
健
康
経
営
優
良
法
人
」に
選
ば
れ
ま
し

た
。同

社
で
道
路
保
守
の
現
場
管
理
を
担
当

す
る
の
が
、
入
社
10
年
目
の
中
野
凌
さ
ん

（
27
）で
す
。
他
の
会
社
に
委
託
す
る
の
が
一

般
的
な
道
路
の
管
理
を
、
劣
化
や
災
害
防
止

の
観
点
か
ら
自
社
で
行
っ
て
い
ま
す
。

中
野
さ
ん
は
高
校
在
学
中
の
現
場
実
習
で

出
会
っ
た
先
輩
社
員
に
憧
れ
て
入
社
を
決
意
。

「
話
し
方
、
礼
儀
作
法
、
全
て
が
お
手
本
に

な
る
人
。
先
輩
の
よ
う
に
信
頼
さ
れ
、
頼
ら

れ
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。

現
在
、
現
場
代
理
人
と
し
て
業
務
に
励
む

毎
日
に
「
先
輩
の
よ
う
な
現
場
監
督
と
な
り
、

現
場
を
一
人
で
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
」
と
意
気
込
む
中
野
さ
ん
。「
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
忘
れ
ず
、
今
度
は
自
分
が
後
輩
社

員
の
手
本
に
な
れ
た
ら
う
れ
し
い
」
と
目
を

輝
か
せ
ま
す
。

人々
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
で
、
よ
り

便
利
な
暮
ら
し
を
後
押
し
し
て
く
れ

る
の
が
道
路
や
学
校
と
い
っ
た
社
会
イ
ン
フ

ラ
で
、
こ
の
整
備
を
担
う
の
が
建
設
業
で
す
。

災
害
時
に
は
緊
急
出
動
し
、
地
域
防
災
の
一

役
も
担
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
17
年
に
創
業
し

今
年
80
周
年
を
迎
え
る
の
が
、
牧
園
町
に
あ

る
福
地
建
設
㈱
で
す
。
地
域
に
先
駆
け
て
い

ち
早
く
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
会
社
を
立
ち
上

げ
、
グ
ル
ー
プ
会
社
で
は
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー

タ
ー
の
製
造
販
売
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
、
霧
島
高
原
国
民
休
養
地
や
塩
浸
温
泉

龍
馬
公
園
の
指
定
管
理
施
設
運
営
な
ど
幅
広

い
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

業
務
推
進
室
長
の
薗
田
佳
奈
さ
ん
は「
資

◦場所＝国分姫城3261
◦�営業時間＝午前6時30分～午後10時
◦店休日＝第１火曜　◦駐車場＝約40台
問＝岩戸温泉  ☎（45）4136

岩戸温泉

地域のインフラ整備を一心に担う。

仕 事の疲れを癒やしに、休日に行くのが
国分姫城にある岩戸温泉。ここの温

泉の魅力は何といっても泉質。肌の古い角質
を落とすクレンジング効果が期待できる炭酸
水素塩泉で、湯上がりは肌がつるつるになり、
乾燥肌の私にぴったりです。
大浴場には露天風呂もあり、昼は暖かな日
差しを浴びながら、夜は満天の星空を眺めな
がら温泉を楽しめます。別棟には露天風呂付
きの貸し切り湯が８室あり、料金は800円か
ら。無料の休憩ロビーやマッサージ・整体を
受けられるスペースもあります。
受付の横では地元の野菜や花、手作り雑貨
なども販売。体が温まった湯上がりに食べる
ソフトクリームもお勧めですよ。地元の人に
愛される岩造りの温泉で、さっぱりした汗を
流しませんか。

OFF

ON

24 123
222

321

420

519

618

717

816

915

1014
1113 12

睡眠

勤務
勤務

動画視聴

退勤 朝食、出勤準備

夕食、入浴

勤務準備

昼
食

1日の
タイム
テーブル

お薦め

出勤

勤務
休憩

休憩

勤務

福
地
建
設
㈱　
工
務
課

中
野 

凌
さ
ん（
27
）

国
分
出
身
。
加
治
木
工
業
高
校
土
木
科
卒
業
。
平
成
25
年
入
社
。
趣
味
は
ド

ラ
イ
ブ
、
特
技
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
。
両
親
と
妹
の
４
人
暮
ら
し
。
国
分
在
住
。

牧園町宿窪田2516  ☎（76）1171
福地建設株式会社
https://fukuchi-co.jp 福地建設 検索

取材協力企業

採用実績（新卒／中途）：10人（２人／８人、令和３年度）
従業員数（男／女）：123人（104人／ 19人）
有給休暇の平均取得日数：8.5日／年
月平均残業時間：10時間
育児休暇取得者数（男／女）：対象者なし
勤務時間：�午前７時45分～午後５時15分、フレックスタイム有（年間休日105日）

代表者：福地　茂穂
創　業：昭和17年３月
資本金：2,000万円
売上高：22億円（令和３年９月期）
初任給：20万～ 22万円
平均年齢：44歳

夕食準備、
動画視聴

中野さんの愛車です
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平成20年４月に施行された「霧島市生活環境美化条例」では、自然・生活
環境の保全は市民の義務であり、犬の飼養をする人は、公共の場所に飼
い犬のふんを放置してはならないと明確に定めています。
市では各小学校区から選任された環境美化推進員によるパトロールや
指導、企業や団体、個人のボランティアによる清掃活動を行っていますが、
飼い犬のふんの放置の苦情が多く寄せられています。
現在、環境美化推進員を中心に行っている「イエローチョーク作戦」では、
放置されたふんの周りをチョークで囲むことで、飼い主が再び訪れたとき
に自主的に回収するよう促しています。
飼い犬のふんを放置している人の多くは、人目があると回収していきます。

「他人の目がある」「ふんの放置は許さない」という地域の態度を示すことで、
飼い主の心理に訴えかけることが大切です。

地球温暖化や森林破壊、海洋汚染、食糧問題、エネルギー問題などさまざ
まな地球規模の環境問題が私たちの生活をおびやかしています。
環境問題を解決し、良好な環境を将来の世代に引き継いでいくため、市で

は｢環境基本計画｣を策定しています。計画に掲げる施策のうち、快適で良好
な生活環境について、現状や一人一人ができる取り組みなどを紹介します。

地
球
に とをとを

vol.14こいー 地球にいーことを

犬のふんの放置をなくすために
～イエローチョーク作戦～

国分中学校（単独調理場）
国分清水1-16-14
☎（46）0053
◦食数：590食

き り し ま 給 食 通 信 令和４年５月10日  vol.15

ゴボウ	 120ｇ
片栗粉	 大さじ2 
サラダ油	 適量
八ツ割りアーモンド	 20g

砂糖	 大さじ1
薄口しょうゆ	 小さじ1強
みりん	 大さじ1弱
水	 小さじ1と1/2

①�ゴボウの皮をこそぎ、厚めの笹切りに
する。水に漬けてあくを抜いた後、水
気を拭き取る。

②①に片栗粉を付けてサラダ油で揚げる。
③�油を引いていないフライパンで八ツ割

りアーモンドを炒める。
④調味料を火にかけ、ひと煮立ちさせる。
⑤④に②と③を入れてからめる。

RECIPE ごぼうナッツ
材料（4人分） 作り方ゴボウと

ナッツの新食感

市では、食育の生きた教材となる学校給食を通して、食に関する正しい知識や食文化の継承、
自然の恵みなどを学ぶ取り組みを進めています。このコーナーでは、人気の給食メニューをレシピとともに紹介します。

調
味
料

kcalkcal

1 人分

151151

甘めの味付けが最高です！

給
食
通
信

家
庭
で
楽
し
む

ゴボウはしっかりと揚げることでサクサクとした食感に。ゴボウが苦手な生徒でも、甘めのタレとアーモンドの食感で食べやすくなります。
アーモンドはピーナッツやクルミでも代用でき、ゴボウは乱切りや千切りなど、切り方で食感が変わるので試してみてください。

調理の
ポイント

犬・猫に関する苦情件数

推進員による指導などの件数
（ふんの放置）

令和元年度

令和元年度

（件）

（件）

0

0

30

60

90

120

30

60

令和２年度

令和２年度

令和３年度

令和３年度

130

105
92

1313

4646
2929

イエローチョーク作戦

�問＝�環境衛生課  ☎（64）0950、隼人市民福祉課、各総合支所市民生活課

放置されたふんの周りを丸で囲む 発見日時を書く

再度、確認日時を書く

「なし」と書いて確認日時を書く

※�犬のふんに困っている人
には、黄色チョークを配
布しますので、環境衛生
課までお越しください。

 • 許可なく私有地に書かない
 • 道路標示（白線など）に書かない
 • 車などに十分気を付ける

時
間
を
変
え
て
現
場
を
見
る

ふんが
あるとき

ふんが
ないとき

注
意
点

当日当日ののメニューメニュー
米粉パン  塗るチーズ  牛乳

豆腐の中華炒め
ごぼうナッツ

国分中学校の給食風景
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て てくく

くくぱ ぱ

楽しい育児をサポートする
コーナーです。子どもと一
緒に出掛けたい場所や育児
に役立つ情報などを紹介し
ます。

vol.
23

育児を楽しもう

海 浜公園はとにかく遊具の種類が
豊富で、子どもは毎回飽きずに遊

んでくれます。中でも最近のお気に入り
はアスレチック遊具。体を動かすことが
好きで、ロープを使った遊具を登ったり、
網状のロープを渡ったりするのを楽しん

でいます。
自宅から近いこともあり、普段は自転
車で来て、付近のサイクリングまで楽し
んで帰ります。松ぼっくりを拾って帰る
ことも多く、自然を感じられるのも魅力
の一つです。公園のそばの砂浜で貝殻を

拾ったり、気軽に水遊びしたりといった
楽しみもあり、近くの海岸でバーベキュー
をするのは毎年恒例になっています。
疲れたら芝広場やあずまやで、ゆった

り休憩も。これからの季節にもってこい
の遊び場ですよ。

管理者から一言／園内にはたくさんの遊具がゆったりと配置されており、たくさんの子どもた
ちが思い切り遊べます。夏場は近くの海岸でバーベキューやキャンプもできます。周囲のラン
ニングコースでは海を眺められるため、ウオーキングなどの利用もお勧めです。

SMILE KIDS ３歳までの子どもを紹介します。５月生まれのみんな、ハッピーバースデー♪

投稿募集中!
６月号に掲載する子ども
の写真を募集していま
す。下の応募フォームか
ら申し込みください。申
し込み多数の場合は抽選
です。
⃝�対象＝令和１年～３年の

６月生まれの子ども
（住民票が霧島市）

⃝�期限＝５月24日（火）

➡�応募フォームは
こちらから保護者：楓雅さん

いつもみんなを
笑わせてくれて

ありがとう！だいすき♥

溝辺

3歳

保護者：晋之介さん

お手伝い上手なめいさ、
元気いっぱい
育ってね

国分

3歳

保護者：祥平さん

お兄ちゃんと
仲良くたくさん
遊ぼうね！

国分

1歳

保護者：真梨子さん

りんりん♥
お兄ちゃん二人と

思い出いっぱい作ろうね！

国分

2歳 2歳

問＝秘書広報課  ☎（64）0955

滑り台など定番の遊具も

ロープを使ったアスレチック遊具が大人気

自然を感じながら伸び伸び遊べる

国分下井2512

※�運動広場を団体で利用する際は問
い合わせください。

問＝�スポーツ・文化振興課 ☎（64）07 
10、市施設管理公社 ☎（64）0921

■□ 身障者用駐車場　■□ 自販機
■□ 屋根付き休憩所　■□ 授乳室
■□ 多目的　■□ ベビーチェア
トイレ　 ■□ 乳児用ベッド

海の風香る

国分海浜公園
Topic of kir ishima city まちの話 題

市
立小・中学校で４月６日、入学式がありました。
国分の平山小学校では、唯一の新入生・片山

愛
あ め り

梨さんを、上級生や先生などが笑顔で歓迎。片山さ
んは「たくさん本を借りて、読みたい」と話しました。

き
りしま防災・行政ナビ」を縁に、バスケットボー
ル女子日本リーグのデンソーアイリス元選手に

よるバスケットボール教室が３月26日、隼人体育館
で開催。小中学生約60人が練習方法などを学びました。

天
降川小学校PTA役員の有志が、SDGsの一環と
して、不要になった学用品を再利用する取り組

みを開始。同校や周辺校の卒業生らが４月２日、同
校体育館にランドセルや制服などを持ち込みました。

空港開港から50周年の節目を記念
さらなる躍進を願うセレモニー

開
港から50周年を迎えた鹿児島空港で４月１日、
記念セレモニーが開催されました。県内の離島

をはじめとする国内便、東南アジアなどへの国際線が
就航する南九州の空の玄関口で、全国９位の乗降客数
を誇る同空港。セレモニーでは霧島九面太鼓の演奏や
くす玉割りが行われ、参加者が節目を祝いました。空
港長の森島隆広さんは「飛行機を利用するためだけの
空港ではなく、地域の人が集ったり子どもが学んだり
する場所にしていきたい」と今後の展望を話しました。

市ホームページに掲載している「ま
ちの話題」にも、市内の出来事を
紹介していますのでご覧ください。

元日本代表がバスケ指導 さまざまな鉄道模型が出迎え

ランドセル・制服など再利用新入生1人、みんなでお祝い

観
光列車・特急はやとの風が３月21日、18年間
の運行を終了。多くの人が見送りに訪れた大隅

横川駅では、鉄道車両模型がレールの上を走るＮゲー
ジ鉄道模型展も開催され、最終運行に花を添えました。

夏
の
お
出
掛
け
に
ぴ
っ
た
り
。

紹
介
者

床と
こ

次な
み 

輝ひ
か
る

さ
ん（
35
）国
分
在
住

初
日
さ
ん（
７
）・
朝
日
ち
ゃ
ん（
５
）
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霧
島
錦
江
湾
国
立
公
園
の
海
域
公
園
地
区
・
若わ

か

尊み
こ

鼻ば
な

の
近
海
で
、
い
わ
が
き
の
養
殖
を
行
う

「
霧
島
い
わ
が
き
養
殖
グ
ル
ー
プ
」。
県
漁
協
福
山
町

支
所
の
６
人
で
構
成
す
る
、
平
均
年
齢
74
歳
の
ベ
テ

ラ
ン
漁
師
集
団
で
す
。

「
福
山
町
の
新
た
な
特
産
物
と
し
て
、
何
か
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
た
。
二
枚
貝
の
養
殖
経
験
が

あ
っ
た
の
と
、
過
去
に
福
山
町
漁
協
で
行
っ
て
い
た

真
珠
の
養
殖
に
も
携
わ
っ
た
の
で
、
で
き
る
と
い
う

確
信
は
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
ん
な
に
立
派
な
も
の
が

で
き
る
と
は
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
の
が
、
同
グ
ル
ー

プ
代
表
の
松
下
守
さ
ん（
77
）で
す
。
松
下
さ
ん
が
漁

協
を
通
じ
て
、
昔
か
ら
仲
の
良
か
っ
た
友
人
に
声
を

掛
け
、
平
成
27
年
に
発
足
。
以
来
、
本
業
で
あ
る
漁

師
と
し
て
手
が
空
く
週
末
に
集
ま
り
、
養
殖
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

県
水
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
か
ら
購
入
し
た
稚
貝

は
、
初
め
は
ブ
イ
に
入
れ
て
育
て
、
十
分
な
大
き
さ

に
な
っ
た
貝
を
網
に
入
れ
て
養
殖
し
ま
す
。
松
下
さ

ん
は「
霧
島
山
を
は
じ
め
と
す
る
山
々
か
ら
流
れ
込

む
水
の
栄
養
が
多
い
か
ら
か
、
カ
キ
の
成
長
も
早
い
。

育
て
る
環
境
と
し
て
は
こ
の
上
な
い
」と
話
し
ま
す
。

カ
キ
の
養
殖
に
は
餌
を
与
え
る
必
要
が
な
い
の
で
毎

日
の
世
話
は
要
り
ま
せ
ん
が
、
フ
ジ
ツ
ボ
や
他
の
貝

類
が
付
着
す
る
た
め
、
定
期
的
に
そ
れ
ら
を
は
が
し

取
る
作
業
が
必
要
で
す
。
松
下
さ
ん
は「
い
わ
が
き

の
成
長
に
影
響
す
る
の
で
、
こ
の
作
業
は
欠
か
せ
な

い
。
雑
談
し
な
が
ら
の
作
業
が
、
今
で
は
楽
し
み
の

一
つ
」と
生
き
生
き
と
話
し
ま
す
。

試
験
養
殖
や
県
の
検
査
な
ど
を
経
て
、
い
わ
が
き

の
初
出
荷
を
迎
え
た
平
成
30
年
の
市
水
産
ま
つ
り
で

は
、
準
備
し
た
４
０
０
個
が
瞬
く
間
に
完
売
し
ま
し

た
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
頭
販
売
で
も
売
れ
行
き
が

伸
び
、「
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
」
と
思
っ
た
矢
先
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
。
水
産
ま
つ
り

が
中
止
に
な
る
な
ど
、
販
売
の
機
会
を
失
い
ま
し
た
。

「
せ
っ
か
く
育
て
た
大
切
な
い
わ
が
き
。
多
く
の
人

に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
メ
ン
バ
ー
の
強
い

思
い
で
、
令
和
２
年
か
ら
県
漁
協
福
山
町
支
所
を
窓

口
に
販
売
を
開
始
。
口
コ
ミ
を
中
心
に
人
気
が
高
ま

り
、
昨
年
は
５
千
個
以
上
を
販
売
す
る
な
ど
、
霧
島

市
の
特
産
物
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
事
業
を
大
き
く
し
た
い
と
か
、
大
そ
れ
た
目
標

は
な
い
。
全
員
が
仕
事
の
片
手
間
で
や
っ
て
い
る
の

で
大
し
た
収
入
に
は
な
ら
な
い
が
、
何
よ
り
こ
う
し

て
集
ま
る
の
が
楽
し
い
。
た
く
さ
ん
の
人
に『
食
の

宝
庫
で
あ
る
霧
島
に
は
、
カ
キ
も
あ
る
』
と
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
や
れ
る
限
り
み
ん
な
で
仲
良
く

続
け
て
い
き
た
い
」

福
山
で
新
し
い
取
り
組
み
に
挑
戦
す
る
６
人
。
新

た
な
風
を
起
こ
し
つ
つ
あ
る
６
Ｇ
が
今
、
波
に
乗
っ

て
い
ま
す
。

福
山
で
波
に
乗
る

６
Ｇ（
爺
）の
挑
戦

◦販売日時＝毎週日曜、午前９時～正午
◦場所＝福山港入口
◦販売数＝各日500個程度
※６月以降は予約可。販売は７月ごろまで。
問＝県漁業協同組合福山町支所  ☎（55）2100

Vol.171THE SCENE

霧島に生きる
身が大きく、とて
も濃厚な味わいが魅
力の霧島いわがき。水
揚げしたばかりのいわが
きを炭火で焼き、その場で味
わえます。生食用の販売日や在
庫状況は問い合わせください。

炭焼きだけでなく、生でも食べられる霧島いわがき

カキに付いたフジツボなどをはがし取るカキを入れた網を海から引き揚げる きれいにしたカキを網に戻す 破れた網の修理は松下さんのお家芸

霧
島
い
わ
が
き
を

販
売
し
ま
す
。

販
売
所
は
旗
が
目
印

松下 守さん（77）福山町出身。福山高校卒業後に漁師として働く。
現在は主にタコかご漁を行う。福山町在住。（写真左から２番目）

霧島
いわがき
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お
知
ら
せ

４
月
か
ら
固
定
資
産
の

現
所
有
者
申
告
が
制
度
化

市
内
に
土
地
や
建
物
を
所
有
し

て
い
る
人（
登
記
名
義
人
な
ど
）が

亡
く
な
っ
た
場
合
、
新
た
な
所
有�

者（
相
続
人
な
ど
）と
な
る
人
は

「
固
定
資
産
現
所
有
者
申
告
書
」の

提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
申
告

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

制
度
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
る

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

⃝
�

必
要
書
類
＝
現
所
有
者
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
類（
戸
籍

の
写
し
な
ど
）

移
住
支
援
で
地
域
を
活
性
化

中
山
間
地
域（
規
則
で
定
め
る

区
域
）
に
市
内
の
市
街
地
か
ら
転

居
す
る
か
、
市
外
か
ら
転
入
し
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
定
住
す

る
人
に
、
住
宅
取
得
な
ど
に
か
か�

っ
た
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

条
件
な
ど
詳
細
は
、
問
い
合
わ

せ
る
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

⃝
�

対
象

・�

住
宅
の
取
得（
新
築
・中
古
購
入
）

・�

住
宅
の
増
改
築

・�

賃
貸（
公
営
住
宅
や
民
間
の
共

同
住
宅
を
含
む
）

⃝
�

申
請
期
限
＝
住
宅
取
得
・
増
改

築
完
了
か
ら
１
年
以
内
、
賃
貸

借
契
約
初
日
か
ら
90
日
以
内

※�

東
京
圏（
東
京
・
埼
玉
・
千
葉
・

神
奈
川
）
か
ら
本
市
に
移
住
し

て
就
業
や
起
業
な
ど
し
た
人
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に

は
別
途
、
移
住
支
援
金
を
支
給

し
ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
地
域
政
策
課
☎（
64
）０

９
５
２

住
宅
の
崖
崩
れ
被
災
の

不
安
を
解
消
し
ま
せ
ん
か

崖
崩
れ
な
ど
で
命
に
危
険
が
及

ぶ
恐
れ
の
あ
る
区
域
か
ら
自
宅
を

安
全
な
場
所
に
移
す
た
め
の
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
に
移
転
を
考
え
て

い
る
人
は
、
７
月
15
日（
金
）ま
で

に
相
談
く
だ
さ
い
。

⃝
�

補
助
対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の

・�

昭
和
46
年
８
月
31
日
以
前
に
崖

地
の
近
く
に
建
設
さ
れ
、
今
も

居
住
し
て
い
る
住
宅

・�

県
な
ど
が
指
定
し
た
災
害
危
険

区
域
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
あ
り
、
区
域
が
指
定
さ
れ

た
時
に
居
住
し
て
い
た
か
建
築

中
で
あ
り
、
今
も
居
住
し
て
い

る
住
宅

⃝
�

補
助
対
象
経
費
＝
移
転
の
た
め

の
住
宅
の
除
却
、
新
た
な
住
宅

の
新
築
・
購
入
な
ど
の
た
め
に

金
融
機
関
か
ら
借
り
た
お
金
の

利
子
相
当
分（
ど
ち
ら
も
限
度

額
あ
り
）の
経
費

◎�

�問
＝
建
築
住
宅
課
☎（
64
）０
７

３
４

国
分
キ
ャ
ン
プ
海
水
浴
場

バ
ン
ガ
ロ
ー
・
貸
し
テ
ン
ト

６
月
か
ら
予
約
受
け
付
け

７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。
利
用
に
は
予
約

が
必
要
で
す
。

⃝
�

受
付
期
間
＝
６
月
１
日（
水
）～

８
月
31
日（
水
）

※�

６
月
１
日
は
現
地
で
の
み
受
け

付
け
ま
す
。

⃝
�

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後

５
時

※�

６
月
は
毎
週
月
曜
が
休
園
、
７

～
８
月
は
無
休
。

◎�

�問・�申
＝
国
分
キ
ャ
ン
プ
海
水

浴
場
管
理
事
務
所
☎（
45
）１
５

５
０

⃝
�

提
出
期
限
＝
現
所
有
者
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
カ
月

以
内

◎�

�問・�提
＝
税
務
課
☎（
64
）０
８
８

５
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会

令
和
５
年
10
月
か
ら「
適
格
請

求
書
等
保
存
方
式（
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
）」が
導
入
さ
れ
ま
す
。
登
録

事
業
者
の
み
が
適
格
請
求
書（
イ

ン
ボ
イ
ス
）
を
交
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

令
和
３
年
10
月
か
ら
登
録
申
請

受
け
付
け
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
６
月
８
日（
水
） ・
15
日

市が発信する
新型コロナ
ウイルス情報

依然として、新型コロナウイルスの感染
拡大が懸念されています（４月22日現在）。
外出時にはマスクを着用し、アルコー
ル消毒などの感染症対策にご協力くださ
い。せきや発熱などの症状がある人は、
できるだけ外出を控えるようにしましょ
う。
本誌掲載後にイベントなどが中止や延
期になることがあります。開催について
は、主催者に問い合わせ
ください。ワクチン接種
など新型コロナウイルス
に関する最新の情報は市
ホームページで発信して
います。

さ
れ
ま
す
。
市
で
は
県
か
ら
示
さ

れ
た
標
準
税
率
な
ど
を
基
に
、
次

の
と
お
り
税
率
を
変
更
し
ま
し
た
。

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
未
就
学
児
の
均

等
割
額
の
２
分
の
１
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

※
手
続
き
は
不
要
で
す
。

◎�

�問
＝
税
務
課
☎（
64
）０
８
８
４
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

消
費
者
問
題
を
考
え
る

毎
年
５
月
は
消
費
者
月
間
で
す
。

「
考
え
よ
う
！
大
人
に
な
る
と
で

き
る
こ
と
、
気
を
付
け
る
こ
と
～

18
歳
か
ら
大
人
に
～
」
を
テ
ー
マ

に
、
若
者
が
被
害
に
遭
い
や
す
い

（
水
）午
前
10
時
～
11
時
、
午
後

２
時
～
３
時

⃝
�

場
所
＝
加
治
木
税
務
署
２
階
会

議
室（
姶
良
市
加
治
木
町
諏
訪

町
13
）

⃝
�

対
象
＝
事
業
者

⃝
�

定
員
＝
各
先
着
20
人

⃝
�

参
加
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
各
開
催
日
の
５
日

前
ま
で

◎�

�問・�申
＝
加
治
木
税
務
署
☎（
62
）

４
９
２
０

育
児・介
護
休
業
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

育
児
休
業
を
柔
軟
で
取
得
し
や

す
い
制
度
に
す
る
た
め
、
育
児
・

介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
主
は
、
就
業
規
則
を
見
直

し
、
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
鹿
児
島
労
働
局
雇
用
環
境 

・
均
等
室
☎
０
９
９（
２
２
３
）８

２
３
９

国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
が
変
更
に

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に

必
要
な
納
付
金
な
ど
は
県
か
ら
示

悪
質
商
法
の
事
例
な
ど
、
消
費
者

問
題
に
関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
を

行
い
ま
す
。

消
費
者
と
し
て
の
自
分
を
見
つ

め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

期
間
＝
５
月
17
日（
火
）～
27
日

（
金
）午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
共
通
ロ
ビ
ー

◎�

�問
＝
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎

（
64
）０
９
６
４

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
市
の

施
設
を
管
理
す
る
法
人
や
団
体

（
個
人
は
除
く
）を
募
集
し
ま
す
。

⃝
�

申
込
期
間
＝
７
月
１
日（
金
）～

21
日（
木
）

※�

募
集
要
項
や
公
募
説
明
会
な
ど

詳
細
は
、
６
月
初
旬
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◎�

�問
＝
企
画
政
策
課
☎（
64
）０
９

１
４ 区分 施 設 名 称

1 南部し尿処理場

2 市民会館

3 黒石岳森林公園

4 市営住宅等

�募集する施設

区　　分 税　率

医   療   分
所得割 10.0%
均等割（１人当たり） 19,900 円
平等割（１世帯当たり） 21,600 円

後期高齢者
支援金等分

所得割 3.3%
均等割（１人当たり） 7,500 円
平等割（１世帯当たり） 8,000 円

介　　　護
納 付 金 分

所得割 2.6%
均等割（１人当たり） 9,000 円
平等割（１世帯当たり） 5,300 円

災害などによる税（料）の減免
　災害で損害を受けた場合や生活保護を受けている場合などで申請すると、税
（料）の減免を受けられる場合があります。
⃝必要な物＝申請書、理由を証明する書類
⃝申請期限＝事由発生後、速やかに申請（災害については災害を受けた日から60日以内）
※隼人市民サービスセンターでは申請できません。

�問・�申＝税務課 ☎（64）0884、各総合支所地域振興課

税（料） 主　　な　　要　　件

固定資産税

❶ �災害により、所有する固定資産に一定規模以上（全壊、半壊、土砂
流入など）の損害を受けた人

❷生活保護法の規定により扶助を受けている人
❸❷と同程度の収入額と認められる人
❹ �自治会の公民館や運動場、公園などで、公共の利益のために使用す

る固定資産（使用料を徴収する施設を除く）

市県民税・
国民

健康保険税

❶ �災害により受けた損害の額（補てん金を差し引いた額）が住宅か家
財の価格の10分の３以上で、前年中の合計所得金額が1,000万円以
下の人

❷生活保護法の規定により扶助を受けている人（市県民税のみ）
❸❷と同程度の収入額と認められる人
❹ �廃業や疾病などにより、当該年中の合計所得金額が前年中の合計所

得金額の10分の５以下に減少すると認められる人で、前年中の合
計所得金額が500万円以下の人

介護保険料

❶ �災害により受けた損害の額（補てん金を差し引いた額）が住宅か家
財の価格の10分の３以上で、前年中の合計所得金額が1,000万円以
下の人

❷ �廃業や疾病などにより、当該年中の合計所得金額が前年中の合計所
得金額の10分の５以下に減少すると認められる人で、前年中の合
計所得金額が500万円以下の人

※合計所得は、市県民税は個人所得、国民健康保険税と介護保険料は世帯所得です。

補助金の種類

補助金限度額

転入（市外住民） 転居（市民）

中山間地域 市街地 中山間地域

住宅取得
新築 50万円 - 50万円

中古購入 30万円 10万円 30万円

住宅増改築 20万円 10万円 20万円

家　　　賃 24万円 - 24万円

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提
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み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

■�
務む

川か
わ
慧け

い
悟ご

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

⃝
�

日
時
＝
５
月
29
日（
日
）午
後
２

時
～
４
時

■�

小
林
愛
実
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

⃝
�

日
時
＝
６
月
５
日（
日
）午
後
２

時
～
４
時

【
共
通
事
項
】

⃝
�

入
場
料
＝
一
般
３
千
円
、
学
生

１
５
０
０
円（
全
席
指
定
、
未

就
学
児
は
入
場
不
可
）

※�

有
料
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す（
要
予
約
）。

◎�

�問
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
☎（
78
）

８
０
０
０募

　
集

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

男
女
共
同
参
画
の
重
要
事
項
を

審
議
す
る
、
市
男
女
共
同
参
画
審

議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
�

募
集
人
数
＝
２
人
以
内

⃝
�

応
募
要
件
＝
次
の
全
て
を
満
た

す
人

・�

令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で
満

18
歳
以
上

・�

市
内
に
在
住
か
市
内
の
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る

・�

平
日
の
昼
間
に
あ
る
会
議
に
参

証
を
交
付
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
６
月
26
日（
日
）午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
消
防
局
３
階
大
会
議
室

⃝
�

対
象
＝
中
学
生
以
上
で
市
内
に

在
住
か
通
勤
・
通
学
す
る
人

⃝
�

定
員
＝
先
着
15
人

⃝
�

受
講
料
＝
無
料（
別
途
、
テ
キ

ス
ト
代
２
１
０
０
円
が
必
要
）

⃝
�

申
込
期
間
＝
５
月
25
日（
水
）～

６
月
17
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
消
防
局
警
防
課
☎（
64
）

０
４
３
２

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
講
座

代
込
み
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
電
話
か
フ
ァ

ク
ス

◎�

�問・�申
＝
霧
島
英
友
会
事
務
局

☎・
（
45
）５
８
３
８

相
　
談

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
相
談

や
人
権
の
考
え
方
を
広
め
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

■
市
の
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

・�

国
分
＝
石
塚
義
人
、
漆

う
る
し

木き

ミ
ヱ
、

山
下
佐
和
子
、
久
保
京
子
、
池

田
裕ひ

ろ

子こ

、
宝
満
淑
朗

・�

溝
辺
＝
重
丸
修
三

・�

横
川
＝
福
島
恭
志

・�

牧
園
＝
川
上
真
一

・�

霧
島
＝
中
神
実

・�

隼
人
＝
湊
泰
洋
、
柳
田
五
月
、

福
丸
育
美
、
園
田
猛

・��

福
山
＝
永
田
聖し

ょ
う
こ子

■
常
設
相
談
所

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

で
は
、
右
記
の
人
権
擁
護
委
員
な

ど
に
よ
る
常
設
の
人
権
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

◎�

�問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島

⃝
�

講
師
＝
松
尾
洋
さ
ん（
㈱
く
ま

も
と
健
康
支
援
研
究
所
代
表
取

締
役
）

⃝
�

対
象
＝
市
民

⃝
�

定
員
＝
先
着
50
人

⃝
�

受
講
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
期
限
＝
５
月
27
日（
金
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
あ
り
ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
㈱
く
ま
も
と
健
康
支

援
研
究
所
☎
０
８
０（
４
５
７

２
）５
５
６
６

国
際
交
流
員
と
交
流
し
よ
う

■
韓
国
語
教
室（
実
践
編
）

友
人
を
遊
び
に
誘
う
と
き
に
使

う
表
現
を
学
び
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
６
月
９
日（
木
）午
後
６

時
30
分
～
７
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
中
会
議
室

⃝
�

対
象
＝
市
民

⃝
�

定
員
＝
先
着
15
人

⃝
�

参
加
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

◎�

�問・�申
＝
市
民
活
動
推
進
課
☎

（
64
）０
９
２
４

上
級
救
命
講
習
会

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
、
応
急
手
当
法
、
搬
送
法
を

学
び
ま
す
。
修
了
者
に
は
、
修
了

◎�

�問
＝
第
一
工
科
大
学
社
会
・
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
☎（
45
）０
６

４
０

霧
島
英
友
会
で

英
語
を
学
び
ま
せ
ん
か

英
検
過
去
問
や
テ
キ
ス
ト
で
、

語ご

彙い

や
文
法
を
学
習
し
ま
す
。

⃝
�

期
間
＝
５
月
～
令
和
５
年
４
月

（
全
て
金
曜
・
全
34
回
）

⃝
�

時
間
＝
入
門・
初
級
、中
級
・
上

級
①
／
午
後
７
時
10
分
～
８
時

40
分
、
上
級
②
／
午
前
10
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階

⃝
�

対
象
＝
高
校
生
以
上

⃝
�

定
員
＝
各
先
着
15
人

⃝
�

受
講
料
＝
３
万
円（
プ
リ
ン
ト

加
で
き
る（
年
３
回
程
度
）

・�

市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
を

三
つ
以
上
兼
務
し
て
い
な
い

・�

市
職
員
や
市
議
会
議
員
で
な
い

⃝
�

任
期
＝
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

⃝
�

応
募
方
法
＝
応
募
用
紙（
市
民

課
、
隼
人
市
民
福
祉
課
、
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
で
配
布
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）と
作
文（
様
式
自

由
、
８
０
０
字
程
度
）
を
直
接

か
郵
送
、
メ
ー
ル

⃝
�

作
文
テ
ー
マ
＝
霧
島
市
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
つ
い
て

⃝
�

応
募
期
限
＝
５
月
31
日（
火
）必

着
◎�

�問・�申
＝
市
民
課
☎（
64
）０
９

０
１
、
メ
ー
ルsim

in@
city-

kirishim
a.jp

市
民
公
開
講
座

■
健
康
長
寿
に
向
け
た
処
方
箋

介
護
保
険
デ
ー
タ
か
ら
見
え
る

霧
島
市
の
現
状
と
、
健
康
長
寿
に

向
け
た
取
り
組
み（
コ
ロ
ナ
下
の

社
会
参
加
）を
講
演
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
６
月
８
日（
水
）午
後
１

時
30
分
～
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室

で
実
施
）

⃝
�

受
講
料
＝
４
９
５
０
円

⃝
�

必
要
な
物
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
バ

ス
タ
オ
ル
可
）、室
内
シ
ュ
ー
ズ
、

飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服
装

◎�

�問・�申
＝
サ
ン・
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

第
一
工
科
大
学
公
開
講
座

■�

劇
場
空
間
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
～

サ
ー
カ
ス
・
歌
舞
伎
・
宝
塚
～

⃝
�

日
時
＝
６
月
４
日（
土
）午
前
10

時
～
11
時

⃝
�

参
加
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
第
一
工
科
大
学

社
会
・
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

⃝
�

申
込
期
限
＝
５
月
28
日（
土
）

全
国
戦
没
者
追
悼
式

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列

を
希
望
す
る
遺
族
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
�

期
日
＝
８
月
15
日（
月
）

※
前
日
か
ら
団
体
行
動
。

⃝
�

場
所
＝
日
本
武
道
館（
東
京
都
）

⃝
�

対
象
＝
日
中
戦
争
以
降
の
戦
争

に
よ
る
戦
没
者
と
一
般
戦
災
死

没
者
の
遺
族

⃝
�

申
込
期
限
＝
５
月
31
日（
火
）

◎�

�問
＝
県
社
会
福
祉
課
☎
０
９
９

（
２
８
６
）２
８
３
０

◎�

�申
＝
保
健
福
祉
政
策
課
☎（
64
）

０
９
０
４

い
き
い
き
国
分
交
流
セ
ン
タ
ー

■
た
の
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　
経
験
者
向
け

⃝
�

期
間
＝
６
月
１
日
～
22
日（
毎

週
水
曜
・
全
４
回
）

⃝
�

時
間
＝
午
後
１
時
25
分
～
２
時

25
分

■
や
さ
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　
初
心
者
向
け

⃝
�

期
間
＝
６
月
３
日
～
24
日（
毎

週
金
曜
・
全
４
回
）

⃝
�

時
間
＝
午
後
０
時
20
分
～
１
時

20
分

【
共
通
事
項
】

⃝
�

対
象
＝
成
人（
高
校
生
を
除
く
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
14
人

⃝
�

受
講
料
＝
２
４
０
０
円

⃝
�

受
付
＝
５
月
20
日（
金
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
い
き
い
き
国
分
交
流

セ
ン
タ
ー
☎（
48
）５
５
２
２

サ
ン・
あ
も
り

■
心
と
体
の
健
康
Ｙヨ

ガ

Ｏ
Ｇ
Ａ
講
座

初
心
者
で
も
無
理
な
く
で
き
る

ヨ
ガ
で
、
け
が
を
し
に
く
い
体
を

つ
く
り
ま
す
。

⃝
�

期
間
＝
６
月
14
日
～
８
月
23
日

（
毎
月
第
２
～
４
火
曜
・
全
９

回
）

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

⃝
�

対
象
＝
成
人
女
性（
高
校
生
を

除
く
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人（
10
人
以
上

支
局
☎（
45
）０
０
６
４

定
例
行
政
相
談

国
の
行
政
機
関
な
ど
に
対
す
る

苦
情
、
要
望
、
相
談
事
を
聴
き
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
図
り
ま
す
。

（
相
談
無
料
）

⃝
�

日
時
／
場
所
／
連
絡
先

・�

６
月
１
日（
水
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
／
横
川
健
康
温
泉
セ
ン

タ
ー
／
横
川
総
合
支
所
地
域
振

興
課
☎（
72
）０
５
８
２

・�

６
月
10
日（
金
）午
前
９
時
～
正

午
／
牧
園
総
合
支
所
相
談
室
／

牧
園
総
合
支
所
地
域
振
興
課
☎

（
76
）２
７
０
１

◎�

�問
＝
秘
書
広
報
課
☎（
64
）０
９

１
６

年
金
相
談

社
会
保
険
労
務
士
が
年
金
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
老
齢
年

金
な
ど
の
請
求
手
続
き
も
で
き
ま

す
。（
予
約
優
先
、
相
談
無
料
）

⃝
�

日
時
＝
６
月
17
日（
金
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
小
研
修
室

⃝
�

必
要
な
物
＝
身
分
証
明
書

◎�

�問・�申
＝
街
角
の
年
金
相
談
セ

ン
タ
ー
鹿
児
島
☎
０
９
９（
２

９
５
）３
３
４
８

講座
番号 講　座　名 日　　　時 受講料 申込期限

（必着）

10 第１回Android
スマホ・タブレット基礎講座

6/9(木)
9：30～15：30 500円 5/26

（木）

◦�対象＝パソコン操作初心者の人
◦�定員＝５人 ※申し込み多数の場合は抽選。
◦�申込方法＝【往復はがき（１講座１枚）】に講座番号、講座名、住所、氏名、
電話番号を記入し郵送、【FAX】講座番号、講座名、住所、氏名、電話・ファク
ス番号を記入し送信、【窓口】申込用紙に記入し、普通はがきと併せて提出
��問・�申＝�メディアセンター

☎・FAX（64）0919、〒899-4394国分中央3-45-1

上野原縄文の森企画展
■みどころ再発見！きりしまの文化財
　～郷土の歴史を学ぼう～
史跡や遺跡などの文化財が数多くある霧島市から出土

した考古資料にスポットを当て、地域の歴史を学びます。
◦期間＝８月31日（水）まで
◦場所＝上野原縄文の森展示館企画展示室
◦�料金＝小中学生150円、高校・大学生210円、大人
320円

※�20人以上で団体割引あり。県内在住の70歳以上の人は無料。
県内在住の小中高生は土日･祝日に限り無料。（いずれも年齢な
どが確認できる書類を持参）

■企画展講演会
◦日時＝６月４日（土）午前10時～ 11時30分
◦場所＝上野原縄文の森展示館多目的ルーム
◦�講師＝市教育委員会社会教育課職員
◦定員＝先着50人
◦資料代＝100円
※�講演会終了後、希望者を対象に企画展示室で講師によるギャラ
リートークを行います。（別途、展示館利用料が必要）

縄文の森考古学講座
■はじめての考古学～アニマル考古学～
土器や石器と共に見つかった動物の骨から見えてくる、

当時の環境や生活を、最新の調査結果を交えて解説します。

◦�日時＝７月２日（土）午前10時～ 11時30分
◦�場所＝上野原縄文の森展示館多目的
ルーム
◦�講師＝県埋蔵文化財調査センター職員
◦定員＝先着50人
◦資料代＝100円

�問・�申＝上野原縄文の森  ☎（48）5701
↑申し込み

フォームはこちら

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提
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イ ベ ン ト 名 日　　時［対　象］ 場　所
ほるとの森おはなし会 ５月28日（土）、６月11日（土） 14：30 ～ 15：00

国分図書館
幼児と小学生のためのおはなしの部屋

（りんごの木） ６月４日（土） 10：30 ～ 11：30

赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ６月６日（月） 10：30 ～ 11：00

おはなしの部屋
６月２日（木） 16：00 ～ 16：30 ［幼児］
６月３日（金） 11：00 ～ 11：30 ［赤ちゃん］
６月19日（日） 11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］

隼人図書館

おはなしの時間（紙ふうせん） ６月20日（月）　15：30 ～ 16：30 霧島図書室
おはなし広場 ５月28日（土）　10：00 ～ 11：00 旧田中家別邸

福田 和代　著
新型ウイルスに対抗するため、外
出を禁じる繭の仕組みができた世
界。警察官のアキオは、無許可で
外に出ている犬を発見。飼い主を
訪ねると、部屋で人が死んでいた。

飯島 勝矢　監修
フレイルとは、老化が加速して
心身の衰えが進んだ状態です。
そのままにしていると介護が必
要に。適切な予防法と対策を
紹介し、改善へと導きます。

ラッセル・ホーバン　作
ある日、お父さんが疲れて帰っ
てくると、家の中は大騒ぎ。犬
は猫を追い回し、４人の子ど
もたちは大げんかの真っ最中。
仲直りはできるのでしょうか。

広瀬 克也　作
朝から花火がババーンと上がり、
今日は妖怪大運動会。火だるま
転がし、デカパンツ競争など驚
く競技がめじろ押し。ユーモア
たっぷりの妖怪絵本第９弾です。

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

スマホ用 携帯用

新 刊 紹 介

※状況により、中止になる場合があります。市ホームページなどで事前に確認ください。

in
tro

d
u

ctio
n
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m
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n
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繭ま
ゆ

の
季
節
が
始
ま
る

妖
怪
横
丁
大
運
動
会

口
ト
レ
・
脚
ト
レ
で

“
若
返
り
”！
老
化
の
も
と

「
フ
レ
イ
ル
」を
防
ぐ

け
ん
か
の
た
ね

霧島市立
図書館

本誌への感想、霧島市への思いなど、たく
さんの声をお寄せください。お便りはとじ
込みのはがき、ファクス（0995-64-0934）、
携帯電話やスマートフォンは左の２次元コー
ド、パソコンは市ホームページからお送りく
ださい。

読
者
の
お
便
り

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Readers
Voice

Letter

毎
月
の
広
報
誌
を
欠
か
さ
ず
見

て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

一
目
で
分
か
り
、
と
て
も
助
か
っ

て
い
て
、
給
食
通
信
の
レ
シ
ピ
は

楽
し
み
で
、
毎
回
参
考
に
し
な
が

ら
作
っ
て
い
ま
す
。
日
曜
・
休
日

在
宅
当
番
医
表
の
ぺ
ー
ジ
も
日
常

生
活
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
と
て
も

見
や
す
い
の
で
、
手
の
届
く
と
こ

ろ
に
置
い
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ネ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｔ
関
連

の
速
さ
に
つ
い
て
い
け
な
い
私
た

ち
世
代
に
は
、
こ
の
紙
媒
体
の
広

報
誌
は
必
須
で
す
。
今
後
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。（
４
人
の
孫
の

じ
い
じ
62
歳
）

▼
毎
月
の
広
報
誌
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に

手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅

力
的
な
広
報
誌
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
の
見
守
り
防
犯
団
体
と
霧

島
警
察
署
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
が
、

第
２
土
曜
の
学
校
の
登
校
時
間
帯

に
あ
る
こ
と
を
知
り
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

朝
、
地
域
の
方
が
安
全
の
た
め
に

横
断
歩
道
に
立
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
登
校
で
き
て
い
る
の
で
、

あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
方
々
の
お
か
げ
も
あ
り
、

ん
。
こ
れ
か
ら
も
対
策
を
講
じ
な

が
ら
も
、
こ
う
し
た
ま
ち
の
話
題

で
活
気
あ
ふ
れ
る
日
々
が
続
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
あ
る
く

ほ
っ
か
い
ろ
32
歳
）

▼
主
催
者
の
皆
さ
ん
が
感
染
拡
大

を
防
ぎ
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
形

な
ら
開
催
で
き
る
か
を
検
討
さ
れ
、

規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
、
少
し

ず
つ
コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
な
る
と

い
い
で
す
よ
ね
。

毎
回
表
紙
の
写
真
に
は
目
を
奪

わ
れ
ま
す
。
今
回
の
レ
ン
ゲ
ソ
ウ

で
は
季
節
を
感
じ
つ
つ
、今
と
な
っ

安
心
し
て
学
校
に
行
け
る
こ
と
を
、

わ
が
子
に
も
話
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。（
ひ
で
き
39
歳
）

▼
市
内
で
は
各
地
区
で
子
ど
も
た

ち
の
見
守
り
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
暑
い
日
も
寒
い
日
も
、
地

域
の
方
々
の
献
身
的
な
活
動
に
頭

が
下
が
る
思
い
で
す
。

初は
つ

午う
ま

祭さ
い

で
２
年
ぶ
り
の
馬
踊
り

奉
納
な
ど
、
少
し
ず
つ
イ
ベ
ン
ト

が
日
常
に
戻
っ
て
き
て
い
る
の
を

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
感
染
者

数
を
み
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
感
染
予

防
対
策
を
し
な
が
ら
の
生
活
が
続

き
ま
す
し
、
コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
な

生
活
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

て
は
、
は
る
か
昔
の
子
ど
も
の
頃

を
思
い
出
し
ま
す
。
レ
ン
ゲ
ソ
ウ

で
い
っ
ぱ
い
の
田
ん
ぼ
を
走
り

回
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
見
か

け
な
い
光
景
で
す
ね
。（
さ
お
の

50
歳
）

▼
幼
い
頃
よ
く
見
て
い
た
風
景
。

田
ん
ぼ
に
咲
く
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
に
安

ら
ぎ
を
感
じ
た
も
の
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
失
わ
れ
て
ほ
し
く
な
い

景
色
で
す
ね
。

こ
の
ほ
か
24
通
の
お
便
り
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
章
は
誌
面
の
都
合
上
、
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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022.5

国分図書館／☎（64）0918
隼人図書館／☎（43）7574
溝辺図書室／☎（58）3191
横川図書室／☎（72）1596
牧園図書室／☎（76）2714
霧島図書室／☎（57）0316
福山図書室／☎（56）2026

市内７カ所の図書館（室）で
本が借りられます。

霧島市立図書館に
おいでください。

新刊紹介
ヒノマル／古市憲

のり

寿
とし

人生の旅をゆく４／吉本ばなな
人生の決算書／曽野綾子
シャルロットのアルバイト／近藤史恵
うまれることば、しぬことば／酒井順子
55歳からの副業アフィリエイト／Teresaさくまかずこ
新しい和の庭づくり／成美堂出版
50代、家のことで困ってます。／長谷川高

たかし

頭がよくなる方法見るだけノート／ひろゆき
素材１つで作りおくひだめしの素／飛田和

かず

緒
お

明日香さんは負けない／福田隆浩
シオンの花言葉／濱野京子
1ねん１くみの女王さま２／いとうみく
レッツもよみます／ひこ・田中
おめめのめがみさま／よしむらあきこ
わくわくどうぶつしょうがっこう／マリアンヌ・デュブク
ふたごの恋の事情／一之瀬三

み

葉
よ

どうしよう／浜田桂子

浜
田
節
子
さ
ん（
国
分
）

今
月
の
絵
手
紙

※�休館中に図書の返却をする人は、図書館の入口
と歩道沿いに返却ポストを設けていますので、
ご利用ください。

�問＝国分図書館  ☎（64）0918

国分図書館休館の
お知らせ
特別整理期間のため次の期間
休館します。

◦期間=６月13日（月）〜22日（水）

ホームページの
パスワード登録で、
もっと便利に

国分・隼人共通の利用者カードを持っている人は、霧島市立図
書館ホームページのパスワード登録で、図書館を便利に利用で
きます。
・�国分・隼人図書館にある30万冊以上の本をいつでも予約できます。
・�新着利用案内メール、返却期限お知らせメール、今度読みたい本に

対するメモ機能、借りた本の履歴機能、貸出期間延長（１回のみ）を
利用できます。

・�スマートフォンを使えば、カード不要で貸し出し手続きができます。
�問＝国分図書館  ☎（64）0918
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↑アプリのダウンロードは
こちらから。フィーチャー
フォンは通知機能のみ利用
できます

アプリの
アイコン

きりしま防災・
行政ナビ
◎人口／ 124,330人（-456）  ◎世帯数／ 61,900世帯（＋47）
・男性／60,022人（-241） ・女性／64,308人（-215） ・出生87人 ・死亡131人 ・転入971人 ・転出1,373人	 （令和４年４月１日現在）

地
域
医
療
を
守
る

岡
山
県
に
あ
る
川
崎
学
園
は
、

６
千
人
の
学
生
が
学
ぶ
医
学
・

医
療
福
祉
学
の
総
合
学
園
で
す
。

創
設
者
の
故
・
川
﨑
祐す

け

宣の
ぶ

先
生

は
横
川
町
出
身
で
、
大
隅
横
川

駅
近
く
の
生
家
跡
地
を
本
市
に

寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で

交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
７
月
に
は
、
地
域
医
療

発
展
の
た
め
学
園
と
連
携
協
定

を
締
結
し
、
10
月
に
は
川
崎
医

科
大
学
附
属
高
校
が
修
学
旅
行

で
来
市
。
今
年
２
月
に
は
、
生

家
跡
地
を
活
用
し
た
川
﨑
祐
宣

記
念
公
園
が
完
成
し
ま
し
た
。

全
国
で
は
医
師
の
後
継
者
不

足
な
ど
に
よ
り
、
地
域
医
療
を

取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

本
市
の
医
療
発
展
の
た
め
、
川

崎
医
科
大
学
の
受
験
枠
に
霧
島

市
の
地
域
枠
を
設
け
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
協
定

に
基
づ
く
市
町
村
単
位
で
の
地

域
枠
設
置
は
、
全
国
初
の
試
み

で
す
。

故
郷
を
思
う
祐
宣
先
生
の
意

思
を
継
ぎ
、
本
市
の
医
療
の
た

め
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
川
﨑

誠
治
理
事
長
を
は
じ
め
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
、
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

中
重
真
一

ED
IT

O
R

'S

夜の楽しいひととき
（国分下井）

令和３年４月17日  午後10時21分

今月の表紙

いつでも、どこでも、霧島市の情報を。
より多くの皆さんに市の情報を知ってもらうため、さまざ
まなツールで情報を発信しています。

◎��秘書広報課にお便りをくださった方の中から、有村製茶より「きりしま特上煎茶」「霧島和紅茶リー
フタイプ」を10人にプレゼント。応募締め切りは５月24日（火）当日消印有効です。

※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

➡市ホームページから
もプレゼントの申し込
みができます。

マチイロ（広報誌電子版） 霧島市Twitter

霧島市ホームページ 霧島市Facebook

動画共有サイトYouTubeで霧
島市が公開している動画を見
られます。

霧島市を好きになってもらう
ために霧島市の魅力を発信し
ています。

YouTube動画配信 きりしまWAGON（Facebook）

観光や子育て、移住定住情報、
イベントカレンダー、行政情
報など情報満載。

市の公式フェイスブック。「い
いね」をして市からの最新情
報をキャッチしてください。

発行日に広報きりしまがス
マートフォンやタブレットへ
自動配信されます。

霧島市をフォローすると、市
ホームページが更新されるた
びに情報が届きます。

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

5PRESENTS 溝辺町で昭和28年に創業し、お茶の生産、製造、販売を全て自社
で行う有村製茶。全国茶品評会で農林水産大臣賞、農林水産祭
で内閣総理大臣賞などを受賞しています。
きりしま特上煎茶は、味と香りのバランスが良く、後から香りが来
て、すっきりした味わい。霧島和紅茶は、有機栽培で育てた「べ
にふうき」を使用し、豊かな香りとまろやかで自然な甘みが特徴です。

有村製茶の「きりしま特上煎茶」と「霧島和紅茶」をプレゼント

溝辺町麓2536-2  ☎（58）4159
営業時間／ 8：00～ 19：00㈲有村製茶

勉
に
働
き
続
け
ま
し
た
。
孝
行
の
鑑か

が
みと
し
て

藩
な
ど
か
ら
褒
美
を
も
ら
い
、
こ
れ
を
顕
彰

す
る
石
碑
が
文
化
７（
１
８
１
０
）
年
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
。

牧
園
の
飯
富
神
社
門
前
に
は
、
永
岩
次
郎

の
孝
子
碑
が
あ
り
ま
す
。
体
が
不
自
由
に
な

っ
た
母
の
た
め
に
働
き
、
母
を
背
負
っ
て
祭

り
に
連
れ
て
行
く
な
ど
、
い
つ
で
も
母
親
を

一
番
に
行
動
し
て
い
た
た
め
、
藩
主
か
ら
米

を
※

下か

賜し

さ
れ
た
よ
う
で
す
。
次
郎
は
下
賜

さ
れ
た
米
を
費
用
に
充
て
、
泥
道
に
切
り
石

を
敷
く
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
も
着
手
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
孝
子
が
表
彰
さ
れ
た
事
例
は

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

歌
わ
れ
る
孝
子

明
治
４（
１
８
７
１
）
年
生
ま
れ
の
国
分

府
中
の
長
崎
金
左
エ
門
は
、
病
身
の
父
の
看

護
を
し
な
が
ら
孝
行
を
尽
く
し
、
国
か
ら
褒

章
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
た
た
え
、
国
分

小
学
校
南
側
に
孝
子
之
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
際
、
除
幕
式
歌
が
作
ら
れ
、
毎
年

国
分
・
向
花
・
上
小
川
小
学
校
の
児
童
た
ち

が
歌
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

一　

�

舞
鶴
城
下
千
代
か
け
て　

建
つ
る
孝
子

の
碑

い
し
ぶ
みは　

学
び
の
道
の
鑑か

が
みに
て　

我
ら

が
里
の
ほ
ま
れ
な
り

三　

�

か
よ
わ
き
腕
の
一
つ
に
て　

田
畑
の
稼

ぎ
薪
と
り　

父
の
定て

い

省せ
い

看
護
ま
で　

朝

な
夕
な
に
怠
ら
ず

四　

�

実
れ
る
秋
の
月
毎
に　

父
を
我
田
に
背

負
い
行
き　

垂
穂
な
が
め
て
侑す

す

め
つ
る　

酒
こ
そ
点
の
美
禄
な
れ

六　

�

あ
わ
れ
高
き
は
孝
の
徳　

家
の
礎

い
し
ず
え

国
の

本　

生
き
た
る
人
を
栞し
お
りに
て　

ふ
み
分

け
行
か
ん
孝
の
道

親
を
看
護
す
る
姿
は
地
域
の
誉
れ
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
へ
と
教
え
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

近
世
・
近
代
に
お
い
て
理
想
と
さ
れ
た
孝
行

は
、
自
分
の
身
を
犠
牲
に
し
な
が
ら
行
な
う

も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

時
代
に
利
用
さ
れ
る
価
値
観

孝
子
が
表
彰
・
顕
彰
さ
れ
て
き
た
の
は
、

単
に
良
い
行
い
だ
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
封
建
社
会
に
お
い
て
は
、
農
民

の
統
治
を
目
的
と
し
て
、
目
上（
支
配
層
）

を
敬
い
、
文
句
を
言
わ
ず
に
働
く
こ
と
を
意

識
付
け
る
た
め
、
支
配
層
か
ら
の
都
合
に
よ

っ
て
利
用
さ
れ
て
き
た
側
面
も
あ
っ
た
の
で

す
。近

年
、
子
ど
も
が
親
な
ど
の
介
護
に
追
わ

れ
て
社
会
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
求
め
ら

れ
る
べ
き
は
、
自
己
犠
牲
の
孝
子
を
た
だ
褒

め
る
の
で
は
な
く
、
周
囲
に
い
る
大
人
た
ち

が
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
文
責
＝
小
水
流
） 

国
宝
と
な
っ
た
霧
島
神
宮
本
殿
の
壁
面
に

は
、
中
国
に
お
い
て
孝
行
を
尽
く
し
た
人
物

た
ち
を
描
い
た
、
二
十
四
孝
の
絵
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

孝
行
な
る
行
い
は
、
現
在
で
も
美
徳
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
昔
は
親
孝
行
を
し
た
子
ど

も（
孝こ

う

子し

）は
表
彰
さ
れ
る
存
在
で
し
た
。

各
地
域
の
孝
子
碑

江
戸
時
代
、
幕
府
は
上
下
関
係
を
重
ん
じ

る
儒
学（
朱
子
学
）を
学
問
・
政
治
的
に
奨
励

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
目
上
や
家
長
を
敬

う
べ
き
と
い
う
忠
孝
道
徳
心
が
形
成
さ
れ
、

人
々
に
浸
透
し
て
い
き
ま
し
た
。

忠
孝
を
奨
励
す
る
た
め
、
全
国
で
孝
子
が

表
彰
さ
れ
、
薩
摩
藩
で
も
各
地
域
の
孝
子
が

藩
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
孝

子
は
地
域
の
誇
り
と
し
て
顕
彰
さ
れ
、
孝
子

碑
が
建
て
ら
れ
ま
す
。

旧
福
山
小
学
校
の
校
庭
跡
に
は
、
農
民
仙

五
郎
孝
行
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
父
を
若
く
し

て
亡
く
し
た
仙
五
郎
は
、
母
を
大
切
に
し
、

病
気
と
な
っ
た
兄
の
療
養
も
行
い
な
が
ら
勤

The gatew
ay to local history

※�

身
分
の
高
い
も
の
が
、
身
分
の
低
い
も

の
に
物
を
与
え
る
こ
と
。

孝
子

てくてくぱくぱくで紹介した国分海浜
公園に隣接する国分キャンプ海水浴
場。近年のアウトドアブームを受け、週
末になると家族連れや仲間同士でキャ
ンプを楽しむ姿が見られます。おいし
いご飯を食べた後は、日ごろの喧

けん

騒
そう

を
忘れて語らうひとときに。７・８月はバン
ガローやテントも貸し出しています。市
内にはこの他にもキャンプ場がある
ので、そちらも利用してみては（岩澤）

【撮影データ】

デジタルカメラ  レンズ18 ～135mm・F3.5-
5.6  3.2秒　F4.5　ISO1000

国分小学校南側にある孝子之碑

親
を
敬
う
孝
行
者

こうし

辞令は突然に」からはや１カ月。生野の後任の西と申します。以前
の仕事内容とは大きく変わり、戸惑う日々。優しい仲間に支え

られながら、この職場をわが家のように、読者の皆さまを家族のよう
に、原稿はラブレターを書くように感じられるようになりたいです（西）

人気学園ものドラマの名言「人という字は人と人とが支え合ってい
る」。今回の特集で出会った方々の話から、その言葉を思い出し

ました。広報誌も出演者・読者など、多くの人に支えられてできています。
今後も感謝の気持ちと、言葉の持つ影響力を忘れずに頑張りたい（岩澤）

自己紹介のたびに「おいしそうだね」と言ってもらえる名前に、話の
つかみを助けられている私。そんなホタテが、カキの取材に。霧

島いわがきの大きな身と弾力、濃厚な味わいは地域の口コミやＳＮＳな
どで大評判だそう。ＰＲにホタテの出る幕はなかったようです（甫

ほ

立
た て

）

県外就職を選択する学生も多い中で、地元企業に就職して生き生
きと働いている中野さん。社内の雰囲気も良く、互いに意見を出

し合い、福利厚生を充実させているのが印象的でした。これから就職を
控えている皆さん、ぜひ市内で働くという選択も考えてみては（種子島）
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（
税
込
）

.1

33,000円（税込）ボーナス月加算×14回

つの選択肢!!

満了時に選べる

※詳しくは店頭で！

3

今すぐ予約する
商談予約

新
車
の
軽
自
動
車
に
月
々
1万
円
か
ら
乗
れ
る
!
ケ
イ
ワ
ン
カ
フ
ェ
隼
人
店

新
車
の
軽
自
動
車
に
月
々
1万
円
か
ら
乗
れ
る
!
ケ
イ
ワ
ン
カ
フ
ェ
隼
人
店

新
車
の
軽
自
動
車
に
月
々
1万
円
か
ら
乗
れ
る
!
ケ
イ
ワ
ン
カ
フ
ェ
隼
人
店

新
車
の
軽
自
動
車
に
月
々
1万
円
か
ら
乗
れ
る
!

7年間
リースプラ

ン

4

広告

◀

Kirishim
a C

ity Public Relations,Japan
2022.5.10
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